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■ 学 会 便 り
第 9 回世界行動療法認知療法会議
（World Congress of Behavioural and Cognitive Therapies；WCBCT）
2019 年 7 月 17 日から 7 月 20 日の 4 日間に渡ってドイツのベルリンにて開催された WCBCT は，
およそ 80 カ国を超える 8000 人もの来場者があった（公式サイトより：www.wcbct2019.org）。60
以上のワークショップや，18 を超えるシンポジウム，930 ものポスターセッションなど豊富な内
容で，人気のあるものには入場規制がかかるほどの盛況ぶりであった。
この国際学会で，城月研究室の後期博士課程ゼミ生 3 名（渡邉，野田，佐々木）が Poster 
Presentation を行った。学生にとって日本国外での国際学会への参加は初めてで新鮮な経験となっ
た。大会前ワークショップ，自身の研究発表，印象深い招待講演の 3 つを分担して紹介する。
【大会前のワークショップにて：武蔵野大学大学院人間社会研究科 渡邉美紀子】
最も苦手な教科は英語という自分が国際学会に参加するということなど，考えたこともなかっ
た。しかし城月先生に誘われて「1 回くらい，，，」と欲を出してしまったことを，ワークショップ
を受けながら後悔していた。私が受けたワークショップは“Cognitive Therapy for Social Anxiety 
Disorder in Adults and Adolescents” で， 講 師 は David Clark 先 生（The University of Oxford, 
UK）。社交不安症を学ぶ者なら知らない人はいない方である。ミーハー心も働いて，どうせ受け
るなら本丸にぶつかるべし，とばかりに意気込んで行ったが，，，。日本のワークショップと違い，
参加者は「教えられる」のではなく，先生と「対話する」感覚で，いつでも自由に手が上がりの
びやかに質問している。それに対して先生は温かく応答し，一貫してクライエントに少しでも楽
になってもらいたいという清々しい姿勢をみせていた。慣れないオープンな雰囲気にのまれなが
らも，なんとかパワーポイントとレジュメを頼りに 6 時間のワークショップを完遂したものの、
疲労困憊。翌日の自分のポスター発表では，世界各国の参加者からの質問に得意の作り笑いで返
答するのが精一杯であった。しかしどの経験も新鮮であり，強い学びの動機になったことは間違
いない。
【研究発表：武蔵野大学大学院人間社会研究科　野田昇太】
学会で Susan Bögels 先生（University of Amsterdam, the Netherlands）と半年ぶりにお会いした。
Bögels 先生は，成人から子どもまで幅広くマインドフルネスと認知行動療法の臨床と研究をされ
ている。私は，社交不安症の方にマインドフルネスが有効ではないかと考え，“マインドフルネ
スが社交不安に及ぼす影響”について研究をしてきた。Bögels 先生は，社交不安症とマインドフ
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ルネスおよび認知行動療法に関しても多く研究しており，私は Bögels 先生の研究論文を基に，社
交不安症とマインドフルネスの理解を深めてきた。今回の WCBCT でも Bögels 先生は，Opening 
Address で，マインドフルネスに関して発表をしていた。Opening Address がはじまる前，私は
あいさつに伺い，これまで行ってきた研究についてお話したい旨を Bögels 先生に伝えた。すると
Opening Address の終了時に，お話する場を設けて頂くことを快諾してもらえた。私のパソコン
を Bögels 先生に見て頂きながら発表する形であったが，それでも先生は私の拙い英語の発表を聞
いてくれた。発表内容は，社交不安症特有の注意機能を測定する尺度の作成，マインドフルネス
が社交不安症状に及ぼすメカニズム，マインドフルネスと認知行動療法の併用が社交不安症状に
及ぼす影響であった。Bögels 先生は，私の研究に興味を持って下さり，最後まで話を聞いてくれた。
私も Bögels 先生のように臨床的に意義の高い研究を行い，WCBCT のような国際学会で発表でき
るようになりたいと強く思った。
これからも，多くの方にマインドフルネスをお届けしたい。そして，私自身もマインドフルに
臨床と研究活動をしてまいりたい。学会を通して強く感じた。
【招待講演を聴講して感じた研究の最前線の印象：
武蔵野大学大学院人間社会研究科　佐々木洋平】
認知行動療法に関連する臨床研究に些かながらも携わる身にとって，その名前と活躍を論文や
著書で知る著名な人物が多数参加する学会に足を運ぶことは，国内で学ぶだけでは知る由のない
最前線の雰囲気の一部を感じる経験となった。受けた印象には私の語学力のなさから生じる誤解
もあるだろう。
研究の最前線の雰囲気として印象深い招待講演がある。Acceptance and Commitment Therapy
創始者でもある Steven C. Hayes 先生の招待講演「The Scientific and Practical Implications of 
Process-based Cognitive Behavior Therapy」である。座長は、米国の臨床心理学博士課程在籍者
向けテキストとして編まれた Process-based CBT (2018) の Hayes 先生との共編者である Stefan 
Hofmann 先生が務めていた。特に印象的だったのは，両先生がはじめに壇上でハグをして共同を
象徴的に伝えるかのような様子，Hayes 先生の講演内容に対してときおり聴衆の一部から賛同の
声が上がる様子，それから DSM-5 に対する批判と米国の国立精神保健研究所が提唱する DSM の
ようなカテゴリカルな分類ではなくディメンジョナルな基準を主張する研究領域基準（Research 
Domain Criteria; RDoC）に則した研究を促す語気の強さだ。印象に残った理由は，私は DSM に内
在する課題を認識する重要性は多少なりとも理解しつつも，RDoC もまた科学的検証が進行中で
あり具体的な評価は時期尚早という評価である，という程度の理解であったため，ステージで表
現された主張の強さが意外だったからだろう。意外に感じた分、自分自身の実践に活かすためには、
驚くだけでなく批判的検討が行えるようその背景を含めて学ぶ必要があると思った。
国際学会というコミュニティの中である種のダイナミクスやイニシアチブの影響がありながら
進んでいく側面があるのだと思った。学問の歴史性とも言えようか。私自身が目の前の患者（ク
ライエント）に貢献するためには，自身の臨床を軸にしながら，研究の動向は背景を含んで学び，
吟味しながら，研究と臨床の実践を重ねることが重要なのだと思った。
認知行動療法研究誌.indb   44 2020/03/03   8:56:51
